
概　　　　　　　　　　況

１．入荷（と畜）状況

　　　　総入荷数101,394頭で、畜種別では牛4,315頭（子牛20頭含む）（対前年度1.4％増）、　

 　　  豚 97,079頭（同5.2％増）であり、牛と豚はともに増頭した。

  　　 都道府県別では、成牛は三重県1,737頭（40.4％）、愛知県886頭（20.6％）、岐阜県 506頭

　　 （11.8％）で3県で72.8％を占め、その他 北海道、滋賀県 等から入荷があった。

　　　　豚については、三重県が96,261頭と99.2％を占め、その他 岐阜県、長野県から入荷

　　　があった。

２．取引状況

 　　　　総取引頭数は97,289頭で、畜種別では牛407頭（対前年度4.6％増）、豚96,882頭

 　　　（同5.2％増）で、牛と豚はともに増頭した。

 　　　　総取引重量は7,851,900.8㎏（同5.6％増）で、畜種別では牛185,998.4㎏（同1.0％増）、

　　   豚7,665,902.4㎏（同5.7％増）であった。

　 　　　総取引金額は5,243,231,414円（同13.3％増）で、畜種別では牛398,433,372円（同1.0

   　　％増）、豚4,844,798,042円（同14.5％増）であった。

３．年間市況

　　　 畜種別の平均価格は、牛は2,142円（対前年度1円高）、豚632円（同48円高）であった。

４．部分肉処理

       部分肉処理頭数は、牛は2,088.0頭(対前年度13.2％増）、豚24,358.0頭（同5.4％増）であった。


